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曲
亭
馬
琴
「
朝
顔
花
合
」
報
条

佐　

藤　
　
　

悟

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
朝
顔
花
合
」【
図
版
１
】【
図
版
２
】【
図
版
３
】

は
秋
水
茶
寮
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
七
月
十
九
日
に
江
戸
浅

草
御
蔵
前
の
大
円
寺
で
開
催
し
た
朝
顔
の
展
示
会
へ
の
参
加
を
促
す

案
内
文
で
あ
る
。
執
事
と
し
て
名
を
連
ね
る
の
は
下
谷
の
植
木
屋
が

過
半
で
あ
り
、
江
戸
に
お
け
る
朝
顔
の
流
行
が
下
谷
か
ら
発
祥
し
た

こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
曲
亭
馬
琴
が
秋
水
茶
寮
に

代
わ
っ
て
本
文
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
馬
琴
の
資
料
と

し
て
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

一　

文
化
期
の
変
化
朝
顔
の
流
行
に
つ
い
て

朝
顔
は
花
や
葉
の
形
を
決
め
る
遺
伝
子
が
変
化
し
や
す
く
、
多
く

の
変
化
朝
顔
が
生
ま
れ
、
そ
の
奇
を
競
う
よ
う
に
栽
培
が
行
な
わ
れ

た
園
芸
植
物
で
あ
る
。
江
戸
に
お
け
る
変
化
朝
顔
の
流
行
史
に
つ
い

て
は
既
に
平
野
恵
『
十
九
世
紀
日
本
の
園
芸
文
化
―
江
戸
と
東
京
、

植
木
屋
の
周
辺
―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
り
、
基

本
的
な
文
献
と
い
え
る
。
同
書
で
も
こ
の
「
朝
顔
花
合
」
の
報
条
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
書
の
補
訂
を
行
な
う
こ
と
が
可

能
な
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

江
戸
に
お
け
る
変
化
朝
顔
の
流
行
は
第
一
期
が
文
化
（
一
八
〇
四

～
一
八
）
か
ら
文
政
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
に
か
け
て
、
第
二
期
が

嘉
永
（
一
八
四
八
～
五
五
）
か
ら
安
政
（
一
八
五
五
～
六
〇
）
頃
と

さ
れ
て
い
る
。文
政
三
年（
一
八
二
一
）に
刊
行
さ
れ
た
曲
亭
馬
琴「
玄

同
放
言
」
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
跋
、
可
休
編
「
物
見
車
」
や

元
禄
三
年
自
跋
、
北
条
団
水
編
「
特
牛
」
の
記
述
か
ら
天
和
・
貞
享

（
一
六
八
一
～
八
八
）
の
頃
に
朝
顔
の
流
行
が
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
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図版１　「朝顔花合」封筒表図版２　「朝顔花合」

図版３　「朝顔花合」本紙（架蔵）
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名
古
屋
に
お
い
て
も
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
三
村
森
軒
『
朝
顔

明
鑑
鈔
』
の
よ
う
な
朝
顔
の
専
門
書
が
成
立（

注
１
）す
る
な
ど
、
朝
顔
は
広

く
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

朝
顔
の
流
行
に
つ
い
て
、文
政
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
岡
山
鳥
編『
江

戸
名
所
花
暦
』（
守
不
足
斎
蔵
板
）「
牽
牛
花
」
の
項
に
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

下
谷
御
徒
町
辺　

朝
貌
は
往
古
よ
り
珍
賞
す
る
と
い
へ
と
も　

異
花
奇
葉
の
出
来
た
り
し
は　

文
化
丙
寅
の
災
後
に　

下
谷
辺

空
地
の
多
く
あ
り
け
る
に　

植
木
屋
朝
貌
を
作
り
て　

種
々
異

様
の
花
を
さ
か
せ
た
り　

お
ひ
〳
〵
ひ
ろ
ま
り　

文
政
は
し
め

の
比
は
下
谷
浅
草
深
川
編
所
々
に
て
も
専
ら
つ
く
り　

朝
貌
屋

敷
な
と
号
て
見
物
群
衆
せ
し
也

「
文
化
丙
寅
の
災
」
と
は
文
化
三
年
三
月
四
日
に
芝
車
町
か
ら
出

火
し
、
浅
草
新
堀
ま
で
延
焼
し
、
京
橋
、
日
本
橋
、
神
田
、
浅
草
の

殆
ど
を
消
尽
し
、
五
日
に
消
え
た
と
い
う
火
事
を
い
う

（
注
２
）。

朝
顔
の
栽

培
に
大
空
間
は
必
要
な
く
、
こ
の
大
火
の
後
ぐ
ら
い
か
ら
変
化
朝
顔

の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

喜
多
村
筠
庭 

『
嬉
遊
笑
覧
』（
注
３
）は
園
芸
の
流
行
を
記
し
た
中
に
次
の

よ
う
に
記
す
。

其
後
文
化
中
、
江
戸
よ
り
牽
牛
花
は
や
り
て
、
京
・
難
波
に
及

べ
り
（
こ
れ
は
下
谷
和
泉
橋
通
、
御
徒
行
町
に
谷
七
左
衛
門
と

い
ふ
大
番
与
力
あ
り
。
其
人
の
老
母
、花
を
植
作
る
事
を
好
み
、

〈
中
略
〉其
後
朝
貌
を
多
く
作
り
、さ
ま
〳
〵
の
花
出
き
し
か
ば
、

こ
の
度
は
六
枚
折
の
屏
風
を
葭
簀
に
て
作
り
、
細
き
青
竹
の
節

あ
る
、
処
々
に
花
を
挿
む
や
う
に
、
口
を
切
て
水
を
入
る
。
是

も
花
を
一
つ
、
蔓
の
先
少
許
添
、
葉
を
一
枚
そ
れ
に
活
け
、
是

を
屏
風
に
か
け
幷
べ
て
、
屏
風
畳
ま
る
ゝ
様
に
作
る
。
縁
を
高

う
す
。
ま
た
人
の
望
に
任
せ
て
借
し
て
見
せ
し
む
。
文
化
五
、

六
年
の
事
な
り
き
。
一
と
せ
谷
氏
大
坂
に
在
番
し
て
、
彼
地
へ

多
く
牽
牛
子
を
送
り
た
り
。
彼
処
に
も
此
花
は
や
り
小
歌
に
作

り
、
又
絵
入
よ
み
本
出
来
、
こ
れ
を
芝
居
狂
言
に
す
る
に
至
れ

り
。）

文
化
五
、六
年
の
頃
、
下
谷
和
泉
橋
付
近
に
居
住
す
る
谷
七
左
衛

門（
注
４
）が
朝
顔
を
多
く
栽
培
し
評
判
に
な
っ
て
い
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
七

左
衛
門
は
大
坂
在
番
中
に
も
朝
顔
を
流
行
ら
せ
た
と
い
う
。
身
分
は

大
番
与
力
と
あ
る
の
で
、
お
目
見
え
以
下
の
御
家
人
で
あ
ろ
う
。
筠

庭
は
同
様
の
記
述
を
『
き
ゝ
の
ま
に
ま
に
』
文
化
十
二
年
の
項
で
行

い
、
そ
れ
を
承
け
て
岩
本
活
東
子
写
『
武
江
年
表
補
正
』
文
化
十
二

年
の
項
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

大
坂
で
は
文
化
十
二
年
二
月
に
峰
岸
正
吉
著
、
丹
羽
桃
渓
・
三
木

探
月
斎
画
『
朝
鮮
珍
花
蕣
集
』（
浅
田
清
兵
衛
板
）

（
注
５
）、

七
月
に
は
同

書
を
改
竄
改
題
し
た
『
牽
牛
品
類
図
考
』（
燕
居
堂
蔵
版
）
が
そ
れ

ぞ
れ
色
摺
絵
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る

（
注
６
）。

さ
ら
に
同
七
月
に
は
壺

天
堂
主
人
著
、
森
春
渓
画
『
花
壇
朝
顔
通
』（
高
橋
平
助
他
刊
）
と
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い
う
色
摺
絵
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

文
化
十
年
七
月
十
一
日
付
石
井
夏
海
宛
曲
亭
馬
琴
書
簡（

注
７
）に

は

や
へ
の
朝
貌
い
か
ゞ
、よ
ろ
し
き
花
ニ
出
来
候
哉
。
承
り
度
候
。

と
記
し
、
新
潟
で
も
変
化
朝
顔
の
流
行
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
後
年
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
馬
琴
自
身
も
文
政
十
年
三
月

十
六
日
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

朝
飯
後
、
予
、
朝
が
ほ
た
ね
幷
ニ
な
で
し
こ
た
ね
・
そ
て
つ
菜

等
、
蒔
之
。
朝
が
ほ
ハ
池
の
ふ
ち
、
幷
や
ま
ぶ
ふ
き
の
ま
へ
、

菜
園
北
の
垣
際
等
也
。

そ
し
て
同
年
年
六
月
四
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

当
春
予
た
ね
ま
き
候
朝
が
ほ
、
今
朝
よ
り
花
ひ
ら
く
。
但
し
、

る
り
八
重
・
同
茶
台
等
也
。

文
政
十
二
年
四
月
三
日
の
条
に
は
十
六
種
の
朝
顔
の
種
を
蒔
い
た

こ
と
、
七
月
十
一
日
の
条
に
は
花
が
咲
き
揃
い
採
種
の
準
備
を
し
た

こ
と
が
見
え
る

（
注
８
）。
馬
琴
の
日
記
は
失
わ
れ
て
い
る
年
が
多
い
の
で
、

記
録
と
し
て
残
ら
な
い
だ
け
で
、
馬
琴
も
変
化
朝
顔
の
流
行
と
は
無

関
係
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

曲
亭
馬
琴
編
『
兎
園
小
説
』
第
五
集
に
は
湯
島
手
代
町
に
住
む
岡

田
弥
八
郎
の
娘
が
十
四
歳
で
な
く
な
り
、
文
化
十
二
年
に
娘
の
手
文

庫
か
ら
出
た
種
を
蒔
く
と
文
化
十
三
年
に
咲
い
た
と
い
う
奇
譚
を
文

宝
堂
が
記
録
し
て
い
る

（
注
９
）。

少
女
ま
で
が
変
化
朝
顔
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
変
化
朝
顔
の
流
行
の
中
で
企
画
さ
れ
た
の
が
、
秋
水

茶
寮
に
よ
る
朝
顔
花
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
朝
顔
花
合
に
つ
い
て
文
化

十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
四
時
庵
形
影
編
『
あ
さ
か
お
叢
』（
大
羽
屋

弥
七
板
）

（
（注

（
注

は
序
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

今
た
ひ
朝
貌
は
一
朝
の
盛
り
を
え
て
津
の
国
難
波
の
富
家
饒
民　

貴
と
な
く
賤
と
な
く　

僧
と
な
く
俗
と
な
く　

こ
れ
を
も
て
あ

そ
ひ
て　

す
ま
ひ
に
な
す
ら
へ　

浪
華
の
よ
し
と
ゝ
ひ　

あ

し
ゝ
と
定
め
て　

勝
負
を
あ
ら
そ
ふ
事　

こ
ゝ
に
三
年
は
か
り

也
け
り　

さ
る
を
東
都
に
は
こ
れ
を
市
に
鬻
ぐ
者　

あ
る
は
独

り
種
を
う
ゑ
て　

ひ
と
り
楽
し
む
家
は
お
ほ
け
れ
と　

さ
な
か

ら
流
行
と
し
も
聞
へ
さ
れ
は　

是
か
好
士
も
時
に
あ
は
さ
る
事

久
し　

爰
に
は
去
年
の
秋
や
ゝ
行
は
れ
つ　

通
し
て
尊
卑
の
も

て
あ
そ
ひ
と
な
れ
る
こ
と
は　

此
秋
を
初
め
に
し
て　

文
月
中

の
九
日
は　

浅
草
牛
頭
天
王
の
別
当　

大
円
精
舎
に　

こ
の
花

す
ま
ひ
を
そ
催
し
け
る

「
文
月　

中
の
九
日
」
と
あ
る
の
で
七
月
十
九
日
に
、「
浅
草
牛
頭
天

王
の
別
当　

大
円
精
舎
に
」
と
あ
る
の
で
大
円
寺
で
こ
の
催
し
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
化
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
高
田
与

清
『
擁
書
漫
筆
』（
伊
勢
屋
忠
右
衛
門
板
）
巻
四
に
も
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
。

こ
の
ひ
と
ゝ
せ
ふ
た
と
せ
が
ほ
と
は
。
牽
牛
花
合
と
い
ふ
こ
と

の
お
こ
な
は
れ
て
。
京
江
戸
大
坂
の
す
き
人
た
ち
、
き
ほ
ひ
て
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奇
品
を
あ
な
ぐ
り
も
と
む
る
こ
と
お
ほ
か
た
な
ら
ず
。
今
茲
七

月
十
九
日
。
浅
草
御
蔵
前
天
王
町
天
王
社
別
当
大
円
寺
の
牽
牛

花
合
。
同
月
廿
六
日
。
上
野
不
忍
池
弁
財
天
社
の
茶
屋
の
牽
牛

花
合
。
な
ど
き
こ
ゆ
。
と
て
牽
牛
花
を
う
ゑ
お
ほ
す
る
ゆ
ゑ
よ

し
。
ま
た
は
花
の
さ
ま
〳
〵
の
品
図
ど
も
は
。
谷
崎
永
律
勾
当

が
あ
さ
が
ほ
記
。
峰
岸
正
吉
が
牽
牛
品
類
図
考
。
な
ど
に
く
は

し
く
し
る
し
た
れ
ば
閲
て
し
る
べ
し
。

こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
こ
の
七
月
十
九
日
の
朝
顔
花
合
が
江
戸

に
お
け
る
変
化
朝
顔
の
流
行
の
一
つ
の
劃
期
と
な
り
、
同
月
二
十
六

日
に
も
上
野
弁
財
天
の
茶
屋
で
第
二
回
目
の
朝
顔
花
合
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

主
催
者
の
秋
水
茶
寮
は
文
政
元
年
四
月
に
『
朝
顔
譜
』
を
発
行
す

る
が
、
文
化
十
四
年
秋
に
自
ら
附
言
を
記
し
、
大
円
寺
に
お
け
る
朝

顔
花
合
わ
せ
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。

予
始
て
去
年
の
秋　

浅
草
牛
頭
天
王
別
当
所
大
円
精
舎
に
し

て　

朝
顔
合
を
催
し　

四
方
よ
り
も
て
来
し
花
に　

左
と
右

と
を
分
ち　

花
の
殊
に
う
る
は
し
き
を　

一
の
位
に
定
め　

是

か
等
を
七
ッ
に
分
ち
ぬ　

し
か
せ
し
よ
り
朝
貌
の
花
合
て
ふ
も

の
い
て
き　

こ
の
秋
も　

予
か
催
せ
し
浅
草
寺
境
内
梅
園
精
舎

の
花
合
を
始
と
し　

二
た
ひ
三
た
ひ
花
合
有
き　

そ
か
中
に
あ

や
し
く
妙
な
る
も
の
を　

友
人
濃
淡
斎
の
筆
を
借
り
も
て
写
し

置
し
を　

書
肆
切
に
梓
に
の
ほ
せ
ん
事
を
乞
求
め
ぬ　

こ
や
一

時
の
戯
れ
事
を
梓
に
ち
り
は
め
む
は　

お
こ
の
わ
さ
な
れ
と　

ま
た
見
さ
ら
ん
人
の
談
柄
と
も
な
ら
は　

花
の
面
目
な
ら
ん

と　

花
合
に
も
れ
た
る
も　

め
つ
ら
な
る
は
書
あ
つ
め
て　

五
十
種
に
及
ひ
ぬ
れ
は　

ま
つ
書
肆
に
あ
た
へ
ぬ　

草
稿
の
い

て
き
ぬ
も
あ
ま
た
あ
れ
は　

猶
後
編
に
の
す
へ
し

こ
の
記
事
か
ら
朝
顔
を
七
つ
の
等
級
に
分
け
、
品
評
し
た
こ
と
が

窺
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
変
化
を
楽
し
む
朝
顔

か
ら
、
朝
顔
の
位
付
け
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
顔
の
観
賞
に

新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
し
て
文
化
十
四
年
秋
に
も
浅
草
寺
寺
内
に
あ
っ
た「
梅
園
精
舎
」

こ
と
梅
園
院
で
、
秋
水
茶
寮
と
し
て
は
二
回
目
に
な
る
朝
顔
花
合
を

催
し
て
い
る
。
他
に
も
二
、三
の
朝
顔
花
合
が
あ
っ
た
と
い
う
。
江

戸
に
お
け
る
朝
顔
の
優
品
五
十
種
を
集
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
朝

顔
譜
』
で
あ
る
。
但
し
同
書
に
も
朝
顔
花
合
わ
せ
の
位
付
け
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。

『
朝
顔
譜
』
の
刊
記
【
図
版
４
】
に
は
大
坂
日
本
橋
南
久
宝
寺
町　

泉
本
八
兵
衛
、
同
所　

高
橋
平
助
、
江
戸
日
本
橋
通
二
丁
目　

山
城

屋
佐
兵
衛
、
同
本
石
町
二
丁
目　

大
羽
屋
弥
七
と
い
う
四
軒
の
板
元

が
並
ぶ
。
刊
記
に
は
「
秋
水
茶
寮
」
と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
、「
無

此
印
為
偽
刻
」
と
摺
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
は
秋
水
茶
葉
の
私
家

版
と
考
え
ら
れ
る
。
大
羽
屋
弥
七
の
活
動
は
本
書
か
ら
文
政
二
年
ま

で
あ
り
、
素
人
同
然
の
板
元
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
際
の
製
作
に
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図版４　『朝顔譜』刊記（国立国会図書館蔵）

図版５　『牽牛花水鏡』（国立国会図書館蔵）
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当
た
っ
た
板
元
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
花
壇
朝
顔
通
』
の
刊
記

に
も
名
を
連
ね
る
山
城
屋
佐
兵
衛
は
江
戸
市
中
や
上
方
と
の
流
通
を

担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
羽
屋
弥
七
と
山
城
屋
佐
兵
衛
と
い
う
板

元
の
組
み
合
わ
せ
は
『
あ
さ
か
ほ
叢
』
の
板
元
で
も
あ
る
。
同
書
も

四
時
庵
形
影
の
私
家
版
同
然
の
出
版
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文

政
元
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
秋
水
茶
寮
『
牽
牛
花
水
鏡
』
の
刊
記

【
図
版
５
】
に
は
「
秋
水
茶
寮
蔵
版
」
と
記
さ
れ
、
板
元
名
は
見
ら

れ
ず
、「
秋
水
茶
寮
之
記
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
毎
部

証
此
印
」
と
摺
ら
れ
て
い
る
の
で
、
秋
水
茶
寮
の
私
家
版
で
あ
る
。

ま
た
『
あ
さ
か
ほ
叢
』
は
色
摺
絵
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
に
対

し
、『
朝
顔
譜
』は
薄
墨
に
よ
る
彩
色
の
み
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
牽

牛
花
水
鏡
』
は
墨
の
み
の
単
色
版
で
あ
る
。
江
戸
に
お
い
て
色
摺
絵

本
は
文
化
元
年
五
月
の
禁
令
で
出
版
で
き
な
か
っ
た
。『
あ
さ
か
ほ

叢
』
は
自
序
に
「
色
を
こ
と
に
す
る
も
の
は
筆
を
も
て
い
は
し
む
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
墨
摺
絵
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
文
化
末
年
は
葛
飾
北
斎
の
色
摺
絵
本

『
隅
田
川
両
岸
一
覧
』
の
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
時
的
に
禁

令
が
緩
和
さ
れ
た
時
期
で
、
こ
の
よ
う
な
色
摺
絵
本
の
刊
行
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
朝
顔
譜
』
は
ま
た
禁
令
が
強
ま
り
、
彩

色
摺
が
不
可
能
と
な
っ
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出

版
業
者
に
と
っ
て
、
朝
顔
の
絵
本
は
商
材
と
し
て
可
能
性
を
見
い
だ

し
て
い
た
も
の
の
。
禁
令
そ
の
他
の
関
係
や
購
買
層
の
問
題
か
ら
や

が
て
見
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
こ
れ
以
降
の
朝
顔
絵
本
は
私
家
版
の
形
で
刊
行
さ
れ
る
。

秋
水
茶
寮
は
『
牽
牛
花
水
鏡
』
伊
沢
蘭
軒
序
文
に
よ
り
与
住
氏
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、『
朝
顔
譜
』
附
言
に
は
「
卯
花
老
漁
痩
菊
採

筆
於
秋
水
茶
寮
」、『
牽
牛
花
水
鏡
』
凡
例
に
は
「
荏
土
あ
さ
く
さ
の

く
す
し
秋
水
老
人
誌
」、
同
書
刊
記
に
は
「
秋
水
茶
寮
痩
菊
」
と
記

し
て
い
る
の
で
、
卯
花
老
漁
、
痩
菊
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
職
業
は
医
師
で
あ
っ
た
。
平
野
恵
は
岡
不
崩
「『
あ
さ
か
ほ
』

流
行
史
（
上
）」（『
本
草
』
二
三
号
、
一
九
三
四
年
）
か
ら
、
秋
水

茶
寮
が
土
浦
の
人
で
江
戸
浅
草
天
王
寺
横
町
に
住
み
、
内
科
を
業
と

し
、
順
庵
と
号
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
の
秋
水
茶
寮
の
活
動
に
つ
い

て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
伝
統
の
朝
顔　

Ⅲ
』

（
（注

（
注

に
は
、
文
政
元

年
七
月
八
日
「
朝
顔
花
合
位
附
」（
雑
花
園
文
庫
蔵
）
に
出
品
者
と
し

て
「
三
保
の
浦
」
を
初
め
と
し
て
十
七
点
を
出
品
し
、
文
政
八
年
七

月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
朝
顔
花
合
」（
雑
花
園
文
庫
蔵
）
の

番
付
に
選
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
図
版
と
共
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

伊
沢
蘭
軒
や
大
田
南
畝
、
曲
亭
馬
琴
ら
に
序
文
な
ど
を
依
頼
し
、

『
朝
顔
譜
』『
牽
牛
花
水
鏡
』
な
ど
を
私
家
版
と
し
て
刊
行
で
き
る
だ

け
の
資
力
が
あ
っ
た
人
物
が
、
変
化
を
楽
し
む
朝
顔
を
朝
顔
合
と
い

う
遊
び
に
ま
で
昇
華
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
を
示

す
も
の
が
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
朝
顔
花
合
」
で
あ
っ
た
。
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二　
「
朝
顔
花
合
」
書
肆
と
翻
刻

【
書
誌
】

こ
の
資
料
は
「
江
戸
末
明
治
初
年
料
亭
他
各
種
商
売
挨
拶
状
引
札

等
」
と
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
題
簽
を
有
す
る
、
昭
和
期
に
製
作
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
貼
込
帖
の
中
の
三
枚
の
木
版
摺
で
あ
る
。

本
紙
と
と
も
に
封
筒
が
表
裏
に
分
断
さ
れ
て
張
り
込
ま
れ
て
い

る
。大

き
さ
は
次
の
通
り
。

本
紙　
　
　

縦
十
六
．
六
糎
×
横
二
十
二
．
〇
糎

封
筒
表　
　

縦
十
五
．
六
糎
×
横
八
．
五
糎

封
筒
裏　
　

縦
十
六
．
四
糎
×
横
七
．
四
糎

封
筒
表
に
は
左
側
に
糊
代
が
一
糎
分
張
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

本
来
の
封
筒
の
幅
は
七
．
四
糎
で
あ
ろ
う
。
ま
た
封
筒
裏「
吉
兵
衛
」

の
上
に
縦
三
．
四
糎
、
横
一
糎
の
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

封
筒
表
上
部
の
欠
損
部
分
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
翻
刻
】

①　

封
筒
表

七
月
十
九
日
晴
雨
ニ
拘
ら
ず

奇
品

百
珍　

朝
顔
花
合

於
浅
草
み
く
ら
前
天
王
町
牛
頭
天
王
別
当
大
円
寺
開
筵
仕

候
間
当
日
被
仰
合
未
明
よ
り
御
光
駕
奉
希
候

②　

封
筒
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
谷
二
丁
目　
　

小
山
歌
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
和
泉
橋
通　
　

植
木
屋
佐
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
二
丁
目　
　
　
　

同　

孫
七

　
　
　
　
　
　
　
　

執
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

吉
兵
衛　

③　

本
紙

朝
貌
の
花
合　
　

�

浅
草
御
蔵
前
天
王
町
牛
頭
天
王
別
当
所
大
円

寺
に
お
い
て
開
筵

朝
か
ほ
の
花
の
事
い
と
ふ
る
く
よ
り
歌
に
も
よ
め
り　

万
葉
集
山
上

憶
良
が
秋
七
草
に
よ
み
た
る
は　

い
か
な
る
花
を
さ
し
て
い
ひ
け
ん

　

む
か
し
は
定
か
な
ら
ざ
り
け
る
に
や　

木ム
ク
ゲ槿

は
さ
ら
な
り　

桔キ
チ
カ
ウ梗

さ
へ
あ
さ
か
ほ
の
は
な
と
い
へ
り　

思
ふ
に
今
の
朝
か
ほ
は
陶
隠
居

が
本
草
に
し
か
〴
〵
と
注
し
た
る
牽
牛
花
の
こ
と
に
し
て　

古
今
集

物
の
名
の
部
に
猶
け
に
ご
し
と
よ
み
た
れ
ど
も　

和
名
鈔
の
和
訓
に

よ
り
て　

今
あ
さ
か
ほ
と
い
ふ
と
き
は
牽
牛
花
な
ら
ず
と
い
ふ
も
の

な
し　

お
の
れ
此
く
さ
の
花
を
め
づ
る
こ
と
年
あ
ま
た
に
な
り
つ　
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春
毎
に
種
を
ふ
せ
て
は　

あ
し
た
に
土
か
ひ　

ゆ
ふ
べ
に
水
そ
ゝ
ぎ

養
ひ
た
つ
る　

秋
毎
に
花
の
く
さ
〴
〵
あ
ま
た
に
な
り
て　

九
色
百

珍
今
さ
ら
に
か
ゞ
な
ふ
る
に
い
と
と
ま
な
し　

数
寄
の
人
々
聞
も
て

伝
へ　

異
な
る
花
を
も
て
来
る
　ゝ

是
彼
あ
は
し
て
遊
ぶ
も
あ
り　

或
は
乞
と
り
携
か
へ
り
て
家
裹
と
す
る
さ
へ
あ
れ
ど
も　

う
と
き
か

た
に
は
い
ま
だ
し
ら
れ
ず　

よ
り
て
こ
の
秋
こ
の
月
十
九
日　

右
に

載
た
る
精
舎
に
て　

こ
の
花
あ
は
せ
と
い
ふ
こ
と
を
す　

こ
は
只
親

き
疎
き
を
い
は
ず　

人
に
見
す
べ
き
為
に
し
あ
れ
は　

あ
は
す
る
花

を
も
た
ず
と
も　

し
の
ゝ
め
の
比
よ
り
し
て　

こ
ゝ
に
つ
ど
ひ
て
遊

び
給
へ　

抑
こ
の
花
の
栄
た
る　

は
づ
か
に
日
影
ま
つ
ほ
ど
な
れ
ど

も　

朝
な
〳
〵
に
咲
か
え
て
さ
か
り
久
し
と
歌
に
も
よ
め
り　

も
し

遠
き
さ
か
ひ
に
て
見
ま
ほ
し
と
い
ふ
人
も
あ
ら
は　

郵
ウ
マ
ヤ
ヂ
ヒ
ト
夫
に
あ
つ
ら

へ
て
お
く
り
も
や
る
べ
く
思
ふ
よ
し　

こ
れ
ら
の
よ
し
を
朝
か
ほ
の

つ
ぼ
み
に
似
た
る
禿チ

ビ

筆
も
て
く
ま
な
く
も
告
侍
る
に
な
ん

　
　
　
　
　
　
　

文
化
丙
子
肇
秋　

荏
土　

秋
水
茶
寮
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓑
笠
隠
居
代
撰

【
補
注
】

小
山
歌
文
は
『
朝
顔
譜
』
に
「
小
山
」
と
し
て
二
点
出
品
し
て
い

る
人
物
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

植
木
屋
孫
七
、
植
木
屋
金
兵
衛
、
植
木
屋
甚
兵
衛
、
植
木
屋
吉
兵

衛
は
文
化
十
四
年
六
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
槿
花
合
」
の
番

付
（『
伝
統
の
朝
顔
Ⅲ
』
所
収
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
に
「
会

主
」
と
し
て
見
え
る
人
物
と
同
一
人
か
。『
朝
顔
譜
』
に
見
え
る
「
植

金
」「
植
吉
」、「
朝
顔
花
合
位
附
」
に
見
え
る
「
植
甚
」「
植
金
」
も

同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
下
谷
の
植
木
屋
が
中
心
と
な
っ
て
文
化

十
三
年
の
朝
顔
花
合
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

曲
亭
馬
琴
が
執
筆
し
た
本
文
は
衒
学
的
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

万
葉
集　

巻
八　

一
五
三
七
・
八
番
の
次
の
歌
を
引
く
。

　
　
　

山
上
臣
憶
良
の
秋
野
の
花
を
詠
む
歌
二
首

秋
の
野
に　

咲
き
た
る
花
を　

指
折
り　

か
き
数
ふ
れ
ば　

七

種
の
花

萩
の
花　

尾
花
葛
花　

な
で
し
こ
が
花　

を
み
な
へ
し　

ま
た

藤
袴　

朝
顔
が
花

「
陶
隠
居
が
本
草
」
と
は
隠
居
後
に
華
陽
隠
居
と
号
し
た
陶
弘
景

の
『
本
草
経
集
注
』
を
い
い
、「
和
名
鈔
」
は
『
和
名
類
聚
抄
』
の

こ
と
、
さ
ら
に
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
「
物
名
」
四
四
四
番
歌
に

見
え
る

　
　
　

牽
牛
子

打
ち
つ
け
に
濃
し
と
や
花
の
色
を
見
む
を
く
し
ら
つ
ゆ
の
染
む

る
許
を

を
引
い
て
い
る
。
馬
琴
は
自
ら
朝
顔
を
栽
培
し
て
い
た
ば
か
り
か
、

文
化
六
年
に
『
松
染
情
史
秋
七
草
』（
歌
川
豊
広
画
、河
内
屋
太
助
板
）

を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
秋
の
七
草
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
朝
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顔
に
は
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（
注
１
）
小
笠
原
左
衛
門
尉
亮
軒
『
江
戸
の
花
競
べ　

園
芸
文
化
の
到
来
』

（
青
幻
社
、
二
〇
〇
八
年
）

（
注
２
）
小
鯖
英
一
『
江
戸
火
災
史
』（
東
京
法
令
出
版
、
一
九
七
五
年
）

（
注
３
）『
嬉
遊
笑
覧
（
五
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）

（
注
４
）
平
野
恵
は
『
十
九
世
紀
日
本
の
園
芸
文
化
―
江
戸
と
東
京
、
植

木
屋
の
周
辺
―
』
に
お
い
て
谷
七
左
衛
門
と
大
田
南
畝
と
の
朝
顔

を
通
じ
た
交
流
を
指
摘
す
る
。
嘉
永
六
年
刊
「
改
正
下
谷
上
野
辺

図
」（
近
江
屋
吾
平
板
）
の
三
味
線
堀
近
く
に
見
え
る
「
谷
右
京
」

は
こ
の
一
族
か
。

（
注
５
）
刊
記
に
は
京
・
江
戸
の
書
肆
名
が
入
る
べ
き
所
が
空
欄
に
な
っ

て
い
て
、
大
坂
以
外
で
の
販
売
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（
注
６
）
磯
野
直
秀
「
日
本
博
物
学
史
覚
え
書
Ⅺ
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日

吉
紀
要　

自
然
科
学
30
』、
二
〇
〇
一
年
）
に
こ
の
一
件
に
つ
い
て

の
紹
介
が
あ
る
。
磯
野
は
浅
田
清
兵
衛
が
共
同
出
版
を
予
定
し
て

い
た
河
内
屋
八
兵
衛
、
塩
屋
平
助
を
出
し
抜
い
て
単
独
板
と
し
て

刊
行
し
た
こ
と
が
訴
訟
原
因
と
す
る
。
佐
藤
は
『
朝
顔
花
壇
通
』

の
板
元
が
、
同
書
が
朝
顔
絵
本
の
株
に
な
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備

し
て
い
る
。

（
注
７
）『
馬
琴
書
簡
集
成
』
第
一
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
所

収

（
注
８
）『
馬
琴
日
記
』
第
一
巻
・
第
二
巻
（
中
央
公
論
社
、二
〇
〇
九
年
）

（
注
９
）
文
宝
堂
（
亀
屋
久
右
衛
門
）
は
文
政
八
年
五
月
一
日
に
海
棠
庵

（
関
思
亮
の
家
）
に
お
い
て
こ
の
話
を
披
露
し
て
い
る
。
日
本
随

筆
大
成
第
二
期
第
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

（
注
10
）
刊
記
に
は
二
編
、
三
編
の
予
告
が
記
さ
れ
る
。

（
注
11
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
二
〇
〇
〇
年

本
稿
は
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
（
国
際
共
同
研
究
強
化
（
Ｂ
））

（19K
K

0009

）「
ソ
ウ
ル
大
学
校
所
蔵
19
世
紀
草
双
紙
の
研
究
―
合

巻
を
中
心
に
―
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

さ
と
る
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


